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翻
訳
で
文
名
を
売
る
位
ひ
ズ
ル
い
こ
と
は
な
い
、
他
人
の
思
想
で
、
他
人
の
文
章
で
、
左
か
ら
横
に
書
た
も

の
を
、
右
か
ら
堅
に
器
械
的
に
引
直
す
だ
け
の
労
だ
ら
う
、
電
話
機
や
、
写
字
生
と
大
し
て
相
違
す
る
所
は
な

い
、
と
語
る
人
が
あ
る
、
少
し
も
翻
訳
を
し
た
こ
と
の
な
い
人
、
殊
に
外
国
文
を
読
ま
ぬ
人
に
コ
ン
な
考
へ
を

持
つ
者
が
多
い
。

　
是
れ
大
な
る
謬
り
で
あ
る
、
思
想
は
別
と
し
て
、
単
に
文
章
を
書
く
上
か
ら
云
へ
ば
、
翻
訳
は
著
述
よ
り
も

遥
か
に
困
難
で
あ
る
、
少
く
と
も
著
述
に
劣
る
所
は
な
い
、
少
し
く
責
任
を
重
ん
ず
る
文
士
な
ら
ば
、
原
著
者

に
対
し
、
読
者
に
対
し
、
其
苦
心
は
決
し
て
尋
常
の
も
の
で
は
な
い
。

　
翻
訳
に
は
第
一
に
原
文
の
意
義
を
明
瞭
に
理
解
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
然
る
に
是
が
困
難
だ
、
外
国
で
育
つ
た
人

の
外
は
英
米
人
自
身
が
英
文
を
解
し
、
日
本
人
自
身
が
日
本
文
を
解
す
る
が
如
く
に
、
完
全
に
外
国
文
が
解
さ

れ
る
者
で
は
な
い
、
非
常
な
学
者
先
生
で
も
何
処
か
に
首
を
傾
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
個
処
に
出
会
す
の
だ
、
初
め
一

通
り
読
だ
時
に
は
立
派
に
解
つ
て
居
た
積
り
で
も
更
に
筆
を
執
つ
て
一
字
一
句
と
逐
ふ
て
行
く
と
、
幾
何
も
不

安
な
怪
し
げ
な
処
が
顕
は
れ
て
来
る
、
若
し
大
部
な
書
籍
な
ど
に
な
る
と
、
一
字
一
句
も
誤
謬
な
く
完
全
に
訳

さ
る
ゝ
と
い
ふ
こ
と
は
、
殆
と
望
む
可
ら
ざ
る
こ
と
で
あ
る
、
是
は
予
が
洋
学
の
素
養
不
足
の
為
め
に
独
り
斯

く
感
ず
る
の
み
で
な
く
、
孰
れ
の
老
大
家
で
も
同
様
だ
と
聞
い
て
居
る
、
而
し
夫
だ
か
ら
誤
謬
は
仕
方
が
な
い

と
し
て
許
す
訳
に
は
行
か
ぬ
、
無
論
出
来
得
る
限
り
は
一
個
の
誤
謬
も
な
き
こ
と
を
力
め
ね
ば
な
ら
ぬ
、
是
れ

第
一
の
困
難
で
あ
る
。
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け
れ
ど
兎
に
角
翻
訳
を
思
ひ
立
つ
以
上
は
、
原
文
は
十
分
に
解
し
得
ら
れ
る
、
自
国
文
を
読
む
が
如
く
に
咀

嚼
し
得
た
も
の
と
仮
定
し
て
も
良
い
が
、
扨
て
書
き
出
す
と
、
直
ぐ
今
度
は
訳
語
撰
定
の
困
難
が
来
る
、
原
文

の
意
義
は
十
分
に
解
つ
て
居
て
も
、
此
意
義
を
最
も
適
当
に
現
は
し
得
る
文
字
は
、
容
易
に
見
つ
か
る
も
の
で

は
な
い
、
余
程
文
字
に
富
だ
も
の
で
も
嚢
の
物
を
探
る
や
う
に
は
行
か
ぬ
、
其
苦
心
は
古
の
詩
人
が
推
敲
の
二

字
に
思
ひ
迷
つ
た
の
と
少
し
も
異
な
る
所
は
な
い
、
其
処
で
負
惜
み
の
先
生
は
、
ど
う
も
日
本
語
や
漢
語
は
、

適
当
な
熟
語
に
乏
し
く
て
困
る
と
つ
ぶ
や
く
、
其
実
熟
語
に
乏
し
い
の
で
は
な
く
、
其
人
の
腹
笥
が
乏
し
い
の

だ
、
と
故
兆
民
先
生
は
語
ら
れ
た
、
故
思
軒
居
士
や
、
鴎
外
君
な
ど
の
翻
訳
の
自
在
な
の
は
、
彼
等
の
文
字
に

富
む
て
ふ
こ
と
が
有
力
な
武
器
で
あ
る
に
違
ひ
な
い
。

　
普
通
に
用
ゐ
ら
れ
る
単
語
熟
字
で
、
訳
語
の
一
定
し
て
居
る
も
の
は
仔
細
な
い
が
、
或
る
専
門
語
、
術
語
な

ど
で
未
だ
訳
語
の
極
ま
ら
ぬ
者
に
出
会
つ
た
時
の
苦
心
は
一
通
り
で
は
な
い
、
予
が
是
れ
ま
で
二
三
の
社
会
主

義
書
類
を
訳
し
た
の
で
さ
へ
、
随
分
悩
ん
だ
こ
と
が
あ
る
、
例
せ
ば
彼
の
社
会
党
が
多
く
使
用
す
る
ブ
ー
ル
ジ

ヨ
ア
ジ
ー
（B

ourgeoisie

）
て
ふ
語
の
如
き
、
是
れ
迄
或
は
中
等
市
民
と
訳
し
、
或
は
資
本
家
、
或
は
富
豪
、

或
は
紳
商
な
ど
ゝ
訳
し
て
み
た
が
、
如
何
し
て
も
社
会
主
義
の
所
謂
ブ
ー
ル
ジ
ヨ
ア
ジ
ー
の
意
義
を
完
全
に
顕

す
こ
と
が
出
来
ぬ
、
予
は
数
年
前
堺
枯
川
と
『
共
産
党
宣
言
』
を
訳
し
た
時
、
両
人
で
種
々
に
相
談
し
た
末
に
、

逐
に
「
紳
士
閥
」
と
訳
す
る
こ
と
に
折
合
つ
た
、
固
よ
り
此
に
紳
士
と
い
ふ
の
は
、
ゼ
ン
ト
ル
マ
ン
の
如
き
立

派
な
意
味
で
は
な
く
て
、
日
本
語
に
所
謂
紳
士
、
即
ち
旦
那
連
の
意
味
に
過
ぎ
な
い
の
で
、
能
く
労
働
者
に
対

す
る
中
流
以
上
の
階
級
を
代
表
し
得
た
と
思
ふ
。
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其
他
ク
ラ
ス
コ
ン
シ
ア
ス
ネ
ス
（
階
級
的
自
覚
）
プ
ロ
ー
ル
タ
リ
ア
ン
（
平
民
若
く
は
労
働
者
）
エ
キ
ス
プ

ロ
イ
テ
ー
シ
ヨ
ン
（
資
本
家
が
労
働
者
に
対
す
る
掠
奪
）
エ
キ
ス
プ
ロ
リ
エ
ー
シ
ヨ
ン
（
労
働
者
が
土
地
資
本

の
収
用
）
の
如
き
、
社
会
主
義
的
に
用
ゆ
れ
ば
、
特
殊
の
意
味
を
生
ず
る
の
が
沢
山
あ
る
、
是
ま
で
一
様
に
労

働
組
合
と
訳
さ
れ
た
文
字
に
も
、
ギ
ル
ド
、
ト
レ
ー
ド
ユ
ニ
オ
ン
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ユ
ニ
オ
ン
、
レ
ー
ボ

ア
ユ
ニ
オ
ン
、
シ
ン
ヂ
ケ
ー
ト
な
ど
皆
な
夫
々
に
別
意
義
を
有
す
る
の
で
、
別
々
に
訳
語
を
作
ら
ね
ば
な
ら
な

か
つ
た
、
こ
ん
な
種
類
を
集
れ
ば
数
ふ
る
に
遑
が
な
い
、
夫
れ
に
つ
け
て
も
明
治
初
年
か
ら
、
箕
作
、
福
沢
、

中
村
な
ど
い
ふ
諸
先
生
が
、
権
利
と
か
義
務
と
か
い
ふ
訳
語
や
、
其
他
哲
学
、
理
化
学
、
医
学
な
ど
の
無
数
の

用
語
を
一
定
す
る
の
に
は
、
如
何
に
苦
心
を
重
ね
ら
れ
た
で
あ
ら
う
と
察
す
る
。

　
適
当
な
訳
語
が
出
来
る
、
其
を
忠
実
に
原
文
の
字
句
を
遂
ひ
一
節
、
一
段
の
順
序
に
随
い
器
械
的
に
並
べ
て
、

翻
訳
は
出
来
る
の
で
あ
る
か
と
い
へ
ば
、
是
れ
で
は
文
字
を
並
べ
た
の
み
で
決
し
て
文
章
を
為
す
こ
と
は
出
来

ぬ
、
完
全
な
翻
訳
は
其
意
義
を
明
か
に
す
る
の
み
で
な
く
、
其
文
勢
、
筆
致
を
も
写
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
其
原
文

の
軽
妙
な
る
は
軽
妙
に
、
流
麗
な
る
は
流
麗
に
、
雅
健
な
る
は
雅
健
に
、
滑
稽
な
る
は
滑
稽
に
伝
へ
ね
ば
な
ら

ぬ
、
然
る
に
余
り
に
忠
実
に
原
文
の
字
句
を
遂
は
ん
と
す
れ
ば
、
筆
端
窘
束
し
て
訳
文
は
丸
で
其
生
命
を
失
つ

て
了
ふ
、
訳
文
を
し
て
原
文
の
如
き
文
勢
筆
致
を
保
た
ん
と
せ
ば
、
原
文
の
字
句
を
勝
手
に
増
損
し
、
前
後
を

倒
置
す
る
な
ど
の
必
要
を
生
ず
る
、
是
れ
実
に
責
任
あ
る
翻
訳
家
の
進
退
両
難
と
す
る
所
で
あ
る
、
昔
し
三
蔵

法
師
も
、
経
文
の
翻
訳
に
は
余
程
テ
コ
ズ
つ
た
と
見
え
て
、
翻
訳
は
猶
ほ
食
物
を
噛
砕
い
て
其
子
に
食
せ
る
や

う
な
も
の
で
、
美
味
は
母
親
の
舌
に
残
つ
て
、
子
は
糟
粕
ば
か
り
食
ふ
こ
と
に
な
る
と
嘆
じ
た
こ
と
が
あ
る
。
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文
勢
筆
致
に
注
意
し
な
い
人
の
翻
訳
は
、
文
章
晦
渋
に
し
て
殆
と
読
む
に
堪
へ
ぬ
、
読
で
面
白
く
な
い
ば
か

り
で
な
く
、
実
際
其
意
義
を
解
す
る
こ
と
す
ら
出
来
ぬ
恐
れ
が
あ
る
。
文
芸
家
と
か
小
説
家
と
か
の
翻
訳
に
は

マ
サ
か
に
左
程
な
の
は
な
い
が
、
科
学
者
の
に
は
、
博
士
学
士
の
名
を
冠
す
る
の
に
も
、
往
々
文
章
に
も
何
に

も
な
ら
ぬ
の
が
あ
る
、
是
等
は
独
り
読
者
の
迷
惑
の
み
な
ら
ず
、
原
著
者
に
対
し
て
も
実
に
不
都
合
の
極
で
あ

る
。
然
る
に
之
と
反
対
で
、
文
章
は
頗
る
流
麗
巧
妙
に
出
来
て
る
が
其
癖
全
く
意
義
を
取
違
へ
て
居
る
、
若
く

は
意
義
を
解
し
得
な
い
処
を
ば
、
ド
シ
ド
シ
省
略
し
、
或
は
勝
手
に
改
作
し
て
前
後
を
繋
ぎ
合
せ
て
置
き
、
原

書
と
照
し
合
さ
ね
ば
、
少
し
も
省
略
改
作
の
痕
跡
が
分
ら
ぬ
程
に
、
其
文
才
で
瞞
化
す
の
が
あ
る
、
是
れ
は
文

芸
家
の
中
に
も
尠
な
く
な
い
と
い
ふ
こ
と
だ
、
翻
訳
は
反
逆
な
り
と
い
ふ
西
人
の
言
葉
が
あ
る
が
、
文
章
の
晦

渋
な
も
の
、
原
意
を
勝
手
に
改
作
す
る
の
も
、
全
く
原
著
者
に
対
す
る
反
逆
と
言
て
も
良
い
。

　
兆
民
先
生
は
曾
て
、
ユ
ー
ゴ
ー
な
ど
の
警
句
を
日
本
語
に
訳
出
し
て
其
文
勢
筆
致
を
其
儘
に
顕
は
さ
う
と
す

れ
ば
、
ユ
ー
ゴ
ー
以
上
の
筆
力
が
な
く
て
は
な
ら
ぬ
、
総
て
完
全
な
翻
訳
は
、
原
著
者
以
上
に
文
章
の
力
が
な

く
て
は
出
来
ぬ
と
語
ら
れ
た
、
兆
民
先
生
は
斯
く
信
ず
る
が
故
に
、
科
学
、
理
論
の
書
は
多
く
訳
し
た
け
れ
ど
、

文
章
に
重
き
を
置
く
べ
き
文
学
の
書
に
は
手
を
つ
け
な
か
つ
た
。

　
併
し
文
章
を
主
と
し
な
い
学
術
理
論
の
書
で
も
、
兆
民
先
生
は
極
め
て
雄
健
明
快
の
文
章
を
以
て
之
を
訳
し

て
、
毫
も
斧
鑿
の
痕
を
止
め
な
か
つ
た
、
之
と
同
時
に
亦
た
原
文
の
字
句
に
も
極
め
て
忠
実
で
あ
つ
た
、
若
し

原
語
の
意
義
に
し
て
少
し
く
明
瞭
を
欠
く
所
あ
れ
ば
、
常
に
訳
者
不
学
に
し
て
解
す
る
能
は
ず
云
々
と
一
々
明

白
に
断
り
書
き
し
て
残
し
置
き
、
苟
く
も
良
い
加
減
に
糊
塗
し
て
置
く
や
う
な
こ
と
は
な
か
つ
た
、
是
れ
翻
訳
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家
と
し
て
元
よ
り
当
然
の
義
務
で
は
あ
る
が
、
今
日
の
ペ
ダ
ン
チ
ツ
ク
な
才
子
連
の
到
底
為
し
能
は
ざ
る
所
で

あ
る
。

　
予
は
文
芸
学
術
の
書
を
訳
す
る
の
力
は
な
い
が
、
新
聞
雑
誌
に
関
し
て
は
、
多
少
翻
訳
の
経
験
が
あ
る
、
予

が
初
め
て
兆
民
先
生
の
玄
関
番
よ
り
、
一
躍
し
て
自
由
新
聞
の
翻
訳
掛
と
な
つ
た
の
は
、
廿
三
歳
の
時
で
あ
つ

た
、
月
給
大
枚
六
円
！
　
夫
れ
で
毎
月
ル
ー
タ
ー
電
報
を
訳
す
る
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
た
、
其
当
時
は
未
だ
府
下

の
新
聞
で
一
つ
も
直
接
に
外
国
電
報
を
取
て
居
る
の
は
な
く
、
皆
横
浜
の
メ
ー
ル
や
ガ
ゼ
ツ
ト
な
ど
か
ら
転
載

す
る
の
で
あ
つ
た
、
国
民
英
学
会
で
マ
コ
ー
レ
ー
や
ヂ
ツ
ケ
ン
ス
や
カ
ア
ラ
イ
ル
な
ど
を
読
だ
の
と
は
丸
で
趣

き
が
違
ふ
の
で
、
初
め
は
大
に
面
食
つ
た
、
そ
し
て
僅
か
三
行
か
四
行
づ
ゝ
の
電
報
に
毎
日
々
々
四
苦
八
苦
の

思
ひ
を
し
て
訳
し
出
し
た
が
、
翌
朝
他
の
新
聞
と
比
べ
て
見
る
と
無
論
誤
訳
だ
ら
け
で
あ
る
、
面
目
な
い
や
ら

苦
し
い
や
ら
で
殆
と
泣
出
し
た
く
な
つ
た
こ
と
が
屡
々
で
あ
つ
た
、
併
し
社
で
は
誤
訳
を
責
め
も
し
な
い
け
れ

ば
、
放
逐
も
し
な
か
つ
た
、
月
給
六
円
で
完
全
に
翻
訳
家
の
雇
は
れ
る
筈
が
な
い
の
で
。

　
一
年
半
程
し
て
、
日
清
戦
争
の
最
中
に
、
中
央
新
聞
に
転
じ
た
、
此
処
で
も
電
報
の
誤
訳
で
大
恥
を
掻
く
外

に
、
英
米
の
新
聞
雑
誌
を
摘
訳
す
る
、
是
が
又
頗
る
厄
介
で
あ
る
、
固
よ
り
文
学
物
や
議
論
と
違
つ
て
、
唯
だ

事
実
の
要
点
だ
け
を
サ
ラ
〳
〵
と
短
か
く
書
け
ば
良
い
の
だ
が
、
沢
山
な
新
聞
雑
誌
に
一
通
り
目
を
通
す
、
目

ぼ
し
い
雑
報
を
見
つ
け
出
す
、
夫
を
ス
ツ
カ
リ
読
了
し
、
若
く
ば
読
了
せ
ず
に
要
点
を
取
る
と
い
ふ
の
が
、
素

人
で
は
出
来
ぬ
、
可
な
り
修
練
を
要
す
る
仕
事
で
あ
る
、
僅
か
十
行
二
十
行
の
雑
報
の
為
め
に
三
百
行
、
五
百

行
も
読
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
も
あ
れ
ば
、
三
頁
も
五
頁
も
読
で
見
て
、
何
に
も
な
ら
ぬ
時
も
あ
る
、
日
清
戦
役
、
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三
国
干
渉
な
ど
い
ふ
時
分
で
、
極
東
の
外
交
、
列
国
の
意
嚮
な
ど
い
ふ
問
題
は
細
大
洩
ら
ず
見
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
だ
、
こ
ん
な
こ
と
を
一
二
年
や
る
間
に
、
自
分
な
が
ら
新
聞
雑
誌
を
読
む
力
は
少
し
く
進
歩
し
た
や
う

に
感
じ
た
。

　
明
治
卅
一
年
か
ら
六
年
間
、
予
は
萬
朝
報
の
厄
介
に
な
つ
た
、
此
社
に
は
当
時
黒
岩
君
を
始
め
内
山
、
山
県
、

斯
波
、
田
岡
、
丸
山
（
一
通
）
久
津
見
な
ど
い
ふ
洋
学
者
が
揃
つ
た
の
で
、
予
は
自
己
の
力
の
乏
し
き
こ
と
を

感
ず
る
こ
と
益
々
切
に
、
発
奮
し
て
書
を
読
む
こ
と
を
志
し
、
盆
暮
に
貰
ふ
賞
与
は
、
少
し
は
芳
原
へ
も
持
て

行
た
が
多
分
は
書
物
を
買
つ
て
読
だ
、
社
会
主
義
に
関
す
る
書
物
は
多
く
此
間
に
読
だ
の
だ
が
、
社
の
翻
訳
を

や
る
必
要
は
な
か
つ
た
、
新
聞
雑
誌
を
目
ば
や
く
通
読
し
て
、
重
要
な
珍
事
奇
聞
を
拾
ひ
出
し
て
並
べ
る
の
は
、

朝
報
社
の
斯
波
貞
吉
君
が
最
も
秀
抜
な
技
能
を
有
し
て
居
る
、
是
れ
又
一
種
の
翻
訳
法
で
あ
る
。

　
卅
六
年
の
暮
、
日
露
開
戦
の
前
か
ら
、
週
刊
平
民
新
聞
を
出
し
て
、
予
は
又
た
毎
週
多
く
の
翻
訳
を
せ
ね
ば

な
ら
ぬ
こ
と
ゝ
な
つ
た
、
即
ち
外
国
か
ら
来
る
十
数
種
の
社
会
主
義
、
無
政
府
主
義
新
聞
雑
誌
か
ら
世
界
の
重

な
る
社
会
運
動
の
状
況
を
毎
号
の
我
が
雑
誌
に
訳
載
し
て
、
読
む
の
と
書
く
の
と
で
徹
夜
し
た
の
は
毎
度
で
あ

つ
た
、
然
る
に
翌
年
の
夏
、
倫
敦
タ
イ
ム
ス
に
ト
ル
ス
ト
イ
の
日
露
戦
争
論
が
出
た
と
の
ル
ー
タ
ー
電
報
は
世

界
を
驚
か
し
た
、
程
な
く
同
新
聞
は
日
本
に
着
た
、
東
京
朝
日
の
杉
村
楚
人
冠
君
が
、
本
紙
と
切
抜
と
二
つ
あ

る
か
ら
一
つ
分
け
や
う
、
と
言
て
持
て
来
て
く
れ
た
の
が
月
曜
日
で
あ
つ
た
、
其
夜
か
ら
直
ぐ
堺
枯
川
と
共
に

翻
訳
に
取
掛
つ
て
、
木
曜
日
ま
で
に
了
つ
て
日
曜
日
発
行
に
間
に
合
さ
う
と
い
ふ
こ
と
に
な
つ
た
、
即
ち
全
篇

を
幾
段
に
も
切
り
分
け
て
、
第
一
段
を
予
が
訳
す
る
間
に
、
枯
川
が
第
二
段
に
取
掛
り
、
枯
川
が
第
二
段
を
了
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ら
ぬ
間
に
第
三
段
を
始
め
て
居
る
と
い
ふ
風
に
、
順
次
出
来
次
第
に
印
刷
所
に
送
つ
た
、
斯
く
て
予
も
枯
川
も

未
だ
全
文
を
通
読
し
な
い
で
、
中
間
を
抜
て
は
其
先
き
を
訳
す
る
の
は
、
随
分
無
鉄
砲
な
方
法
で
あ
つ
た
、
而

も
三
日
間
、
殆
と
徹
夜
し
た
為
め
に
其
疲
労
は
甚
し
か
つ
た
、
此
論
文
を
朝
日
新
聞
で
は
杉
村
君
が
十
数
日
に

亘
つ
て
連
載
し
、
加
藤
直
士
君
は
一
両
月
の
後
、
一
部
の
書
と
し
て
発
行
し
た
が
、
予
等
の
翻
訳
が
一
番
拙
か

つ
た
や
う
だ
、
予
は
此
時
熟
々
翻
訳
の
難
事
な
る
と
、
推
敲
の
必
要
な
る
こ
と
を
思
つ
た
。

　
予
は
其
後
、
又
堺
君
と
共
に
『
共
産
党
宣
言
』
を
訳
し
た
、
是
は
マ
ル
ク
ス
名
著
傑
作
で
あ
つ
た
、
議
論
文

章
堂
々
と
し
て
当
る
可
ら
ざ
る
者
が
あ
る
が
、
扨
て
訳
し
て
見
る
と
我
な
が
ら
其
佶
屈
贅
牙
な
の
に
恥
入
つ
た
、

此
の
失
敗
は
、
斯
る
世
界
の
ク
ラ
シ
ツ
ク
と
あ
つ
て
、
社
会
問
題
、
経
済
問
題
研
究
者
の
オ
ー
ソ
リ
ー
チ
ー
と

す
る
歴
史
的
文
章
は
、
成
可
く
厳
密
に
訳
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
考
へ
で
、
非
常
に
字
句
に
拘
泥
し
た
の
と
、

荘
重
の
趣
を
保
ち
た
い
為
め
に
多
く
の
漢
文
調
を
混
じ
た
故
で
あ
る
、
昨
年
『
総
同
盟
罷
工











』
に
関
す
る
一
書

を
訳
し
、
今
又
た
『
麺
包
の
略
取
』
を
訳
し
て
居
る
が
、
前
に
懲
り
て
、
極
め
て
自
由
な
言
文
一
致
に
し
た
。

　
一
篇
の
文
章
の
中
で
も
、
言
文
一
致
で
訳
し
た
い
所
と
、
漢
文
調
が
能
く
適
す
る
所
と
、
雅
俗
折
衷
体
の
方

が
訳
し
易
い
所
と
、
色
々
あ
る
の
で
、
若
し
将
来
、
言
文
一
致
を
土
台
と
し
て
、
之
を
程
よ
く
直
訳
趣
味
、
漢

文
調
、
国
語
調
を
調
和
し
得
た
る
文
体
が
出
来
た
な
ら
ば
、
翻
訳
は
大
に
ラ
ク
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
は
れ
る
。

『
麺
包
の
略
取
』
は
、
露
国
社
会
党
首
領
ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
翁
の
大
著
で
、
ゾ
ー
ラ
が
之
こ
そ
真
の
詩
だ
と
嘆
賞

し
た
名
文
で
あ
る
、
極
め
て
平
易
で
読
み
易
く
解
し
易
い
か
ら
、
意
義
の
誤
謬
は
多
く
有
る
虞
れ
は
な
い
が
、

扨
て
訳
し
て
見
る
と
其
文
書
の
軽
妙
な
、
鋭
利
な
、
皮
肉
な
、
痛
快
な
妙
味
は
殆
と
失
は
れ
て
了
ふ
、
一
節
を

9



訳
す
る
毎
に
、
著
者
に
対
す
る
責
任
の
軽
か
ら
ざ
る
を
思
ふ
て
、
吐
息
を
つ
く
の
で
あ
る
。

　
予
の
如
き
は
文
学
芸
術
の
人
で
な
く
て
、
翻
訳
は
新
聞
雑
誌
の
論
文
雑
報
と
、
社
会
主
義
伝
道
用
の
書
籍
に

限
る
の
で
あ
る
が
、
夫
れ
さ
へ
爾
く
苦
心
だ
と
す
れ
ば
、
美
文
小
説
な
ど
の
翻
訳
の
困
難
は
実
に
想
像
に
余
り

あ
る
の
で
あ
る
。

　
斯
く
苦
心
を
要
す
る
割
合
に
、
翻
訳
の
文
章
は
誰
で
も
其
著
述
に
比
す
れ
ば
無
論
拙
い
、
世
間
か
ら
は
案
外

詰
ら
ぬ
こ
と
の
や
う
に
言
ふ
、
割
の
良
い
仕
事
で
は
決
し
て
な
い
、
而
も
能
く
考
へ
れ
ば
一
方
に
於
て
非
常
な

利
益
が
あ
る
、
夫
は
一
回
の
翻
訳
は
数
十
回
の
閲
読
に
も
増
し
て
、
能
く
原
書
を
理
解
し
得
る
こ
と
、
従
つ
て

読
書
力
の
非
常
に
進
歩
す
る
事
、
大
に
文
章
の
修
練
に
益
す
る
事
等
で
あ
る
、
是
れ
唯
だ
一
身
の
上
よ
り
云
ふ

の
で
あ
る
が
、
社
会
公
共
の
上
よ
り
言
へ
ば
、
文
芸
学
術
政
治
経
済
、
其
他
如
何
の
種
類
を
問
は
ず
世
界
の
智

識
を
吸
収
し
普
及
し
消
化
す
る
為
め
に
、
翻
訳
書
を
多
く
出
さ
ん
こ
と
は
、
実
に
今
日
の
急
務
で
あ
る
、
従
つ

て
技
倆
勝
れ
た
る
翻
訳
家
は
、
時
勢
の
最
も
要
求
す
る
所
で
あ
る
。
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